
令和７年度 第３回総合教育会議 

 

 

             日 時：令和７年 10 月 26 日（日）午前 10 時  

             場 所：さくらい幼稚園 

 

 

 

１ 開 会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 協議事項 

  教育大綱の取組について 

  (１)魅力ある学校給食の実現 

      

 

  (２)教育支援体制の充実 

      

 

 

  【休憩：15 分】 

 

 

４ 外国語教育の充実（小学生による実演） 

 

 

 

５ 閉会 

 



令和７年度第３回

海老名市総合教育会議
令和７年10月26日（日）

＠さくらい幼稚園

協議事項

◆教育大綱の取組について
１ 魅力ある学校給食の実現
２ 教育支援体制の充実
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協議事項１

魅力ある学校給食の実現

魅力ある学校給食の実現
就学支援課健康給食係
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海老名市の学校給食について（概要）
海老名市食の創造館（供用開始︓平成２４年９月）
施設用途︓小学校給食調理（東柏ケ谷小学校を除く12校）
調理能力︓最大８，０００食／日
給食実施数︓７，２７０食（令和７年５月１日現在）

海老名市食の創造館別館（供用開始︓令和６年４月）
施設用途︓中学校給食調理
調理能力︓最大４，５００食／日
給食実施数︓３，５３０食（令和７年５月１日現在）

東柏ケ谷小学校給食室（供用開始︓平成２０年１月）
施設用途︓小学校給食調理
調理能力︓最大７００食／日
給食実施数︓４３０食（令和７年５月１日現在）

中学校完全給食の実施（令和６年４月）

完全給食とは・・・給食内容がパン又は米飯（これらに準ずる小麦粉食品、米加工食品その他の食品を含む。）、ミルク及びおかずである給食
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献立の作成について
○栄養素の確保

学校給食摂取基準をもとに、様々な食材を取り入れ、児童生徒の成長に必要な栄養素の確保に努めています。
○安全・安心な給食

国産の食材を原則とし、添加物や遺伝子組み換え食品、食物アレルギーにも配慮した食材の選定を行っています。
安全安心な給食が提供できるよう、衛生管理を確保できる献立を作成しています。

○バリエーション豊かな献立
食文化や子どもたちの嗜好に配慮し、積極的に地場産物、旬の食材、行事食、おたのしみ給食などを取り入れています。

○価格
限られた予算の中で、給食の質を保てるよう努めています。

たんぱく質 脂質 ナトリウム
※１ ※２ (食塩相当量) Ａ Ｂ₁ Ｂ₂ Ｃ

kcal ｇ ｇ ｇ mg mg μgRAE mg mg mg ｇ

17.2〜 11.8〜
26.5 17.7

21.1〜 14.4〜
32.5 21.7

25.4〜 17.3〜
39.0 26.0

27.0〜 18.4〜
41.5 27.7

4以上

4.5以上

5以上

7以上

食物繊維カルシウム 鉄
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学
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中
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【学校給食摂取基準】

※1 たんぱく質の値は、学校給食による摂取エネルギー
全体の１３〜２０％です。摂取基準のエネルギー量
をもとに算出しています。

※2 脂質の値は、学校給食による摂取エネルギー全体の
２０〜３０％です。摂取基準のエネルギー量をもと
に算出しています。

学校給食人気メニュー

ポークカレーライス ジャージャー麺 鶏肉の竜田揚げ

夕焼けごはんスパゲティミートソース フルーツミックス

揚げパン

カレーライス・から揚げ

【小学校給食】 【中学校給食】
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特色ある給食 おたのしみ給食／イベント給食 等

３年生卒業お祝い給食

「えびな(かながわ）産品学校給食デー」「オリンピック給食」 「大阪・関西万博給食」

おたのしみ給食 特別メニュー

小学校 小学校 小学校

中学校 中学校 中学校

特色ある給食 姉妹都市給食／献立コンテスト作品／行事食
姉妹都市給食 献立コンテスト作品 行事食

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

「クリスマス献立」

「ひな祭り献立」

「家系スタミナ丼」

「厚揚げの酢豚風炒め」

「鶏肉のザンギ、おくずがけ、ずんだもち」

小学校
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特色ある給食 地場産物を使った献立

小学校

海老名にら入り豚キムチチゲ

海老名トマト入りミートスパゲティ

地場産物を取り入れた献立
海老名いっぱいポークカレーライス

中学校 海老名いっぱいラタトゥイユ

特色ある給食 季節の食材を使った献立

旬の食材︓海老名トマト、いわし 旬の食材︓すいか、なす 旬の食材︓大根、ねぎ

旬の食材︓すいか 旬の食材︓メロン 旬の食材︓さんま

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校
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学校給食のＰＲ（Ｉnstagram、動画、もぐもぐパクパク）

食育活動（総合的な学習の時間）

【大谷小学校６年生】
学校給食でのフードロス削減に向けて

【海西中学校１年生】
今の自分に必要な給食の量を考えよう
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食物アレルギー対応食（乳・鶏卵）

食物アレルギー対応食通常食

ロールパン 米粉蒸しパン

学校給食献立コンテスト
【絵画・イラスト部門】

【レシピ部門】
市長賞『すまいるはんばーぐ』 教育長賞『海老名いっぱい給食』

市長賞『クリームソースペンネ』 教育長賞『家系スタミナ丼』

『令和６年度受賞作品』
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学校給食費（公費負担）

12375 12375 12375

3,700 
7,400 

10,175 

14850 14850 14850

3,600 

9,000 

14,400 

令和6年度 令和7年度 改正後

給食費の推移

保護者負担額 公費負担額 保護者負担額2 公費負担額2
小学校給食費 中学校給食費

令和6年度 令和7年度 改正後

53,200
63,000

56,900

68,400
59,675

73,800

物価高騰により、食材費が高騰し続けていることから、
安全安心でおいしい給食の提供を維持するため、学校
給食費を増額しています。
学校給食費の増額により、保護者への負担が増加しない
よう、増額分については市で負担しています。

（令和７年度公費負担額合計 1億2,137 万2千円）

【給食費の負担割合】

49,500 59,400 49,500 49,50059,400 59,400

区 分 保護者負担額
（年額）

公費負担額
（年額）

給食費
（年額）

小学校 49,500円 10,175円 59,675円

中学校 59,400円 14,400円 73,800円
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海老名市教育委員会

令和７年10月26日（日） 総合教育会議

協議事項２

教育支援体制の充実

教育支援体制の充実について（報告）
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教育支援体制の充実について

海老名市教育大綱５つの柱のうち、

２つの柱に係る取組について報告します。

「えびなっこしあわせ
プラン」の推進
➡教育支援体制の充実

包摂性の高い教育的・
社会的支援の推進
➡フルインクルーシブ教育の推進

えびなっこしあわせプラン「教育支援体制の充実」

教育支援体制づくり推進委員会

「えびなっこ支援シート」の活用及び支援の充実
学びの保障のために、「支援計画」を作成し、生活・学習支援につなげる

学校の包摂性を高めるための環境の整備と支援体制の充実
人員の確保と環境の整備
支援学校、教育関連機関、民間団体等との連携

学校支援チームの再構築
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個別の教育支援計画と個別の指導計画

支援
計画

支援
計画

指導
計画

指導
計画

指導
計画

【個別の教育支援計画】

長期的な支援計画

本人を中心に、関係者が協力して作成

【個別の指導計画】

学習の具体的な計画

学習内容や方法を具体的に示す

支援
計画

指導
計画

えびなっこ支援シート【個別の教育支援計画】

令和６年から全校で実施

適切な支援を受けることができるようにするた

めに作成する、海老名版、個別の教育支援計画

保護者、本人、担任・教育支援コーディネー

ター、等が協力し、支援方針や手立ての見直し、

修正をしていく

毎年、次の担任等に引き継がれ、進学先（中学

校・高等学校など）にも引き継ぐことができる
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スペシャルサポートルーム・心の教室

スペシャルサポートルーム・心の教室
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フルインクルーシブ教育の推進について

⑦学級をホームにする研究

学級をホームにする

特別支援学級

スペシャルサポールーム
心の教室

通級指導教室

個別支援

国際教室

様々なリソース

ホームとなる学級
すべてのこどもが、ホームとなる学級で、
必要な時に必要な支援を受けることが
できるようにします。

様々なリソースの充実 学級のあり方について再考
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フルインクルーシブ教育の推進について

⑥教育支援コーディネーターを中心とした
校内支援体制の充実（学校）

対話の場（中間報告）

保護者との対話の場
10月26日現在、10校終了
（杉久保小、今泉小、海西中
大谷中、今泉中、柏ケ谷中、社家小、
柏ケ谷小、海老名中、中新田小）

フルインクルーシブ教育全校朝会
10月26日現在、９校終了
（今泉中、柏ケ谷中、海老名小
東柏ケ谷小、今泉中、杉本小

社家小、門沢橋小、柏ケ谷小）

えびな支援学校との対話の場
教職員対象 ７月25日
保護者対象 10月７日
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令和7年度 インクルーシブ教育事業に係る予算

対話の場

市民対象「対話の場」

【対面開催】
日時：１２月６日（土）

10：00～12：00
場所：海老名市役所

【メタバース開催】
期日：１０月２８日（火）～

１１月２８日（金）

事業費総額
１億９,３３７万５千円

＜インクルーシブ教育推進事業費＞

内 訳

費 目 予 算 額 主 な 用 途

人件費 1億7,931万円

会計年度任用職員の報酬
★補助指導員 介助員 看護介助員

日本語指導学級講師 言語聴覚士
スペシャルサポートルーム支援員

消耗品費
備品購入費

876万1千円

環境整備に係る物品購入
★デジタル時計 ジョイントマット

パーテーション 座卓
通級指導教室用の物品など

その他 530万4千円
通訳翻訳等の謝礼 旅費 健康診断
使用料 補助金など
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2

第１期
平成29年３月

（平成29～32年度）

第２期
令和元年10月

（令和２～４年度）

第３期
令和４年７月

（令和５～７年度）

海老名市
外国語教育の充実
Foreign language education in Ebina City

これまでの海老名市の外国語教育

英語でわがまちを語り、世界の人々とのコミュニケー
ションを楽しむことができる「えびなっ子」 （１期・２期）
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3

第１期
平成29年３月

（平成29～32年度）

第２期
令和元年10月

（令和２～４年度）

第３期
令和４年７月

（令和５～７年度）

4

小学校 一般校 小学校 研究推進校 中学校

１～4学年 5・6学年 １～4学年 5・6学年 １～3年

年間授業時数 5時間 １0時間 10時間 20時間 16時間程度

派遣述べ日数 ３４６日 １４３日 ３７３日

派遣ELT人数 ELT 5名 【内訳】小学校のみ派遣1名、中学校のみ派遣1名、小･中学校派遣3名

〇平成19年度

これまでの海老名市の外国語教育

現在、「第４期外国語教育実施計画」
を作成中
令和７年11月完成予定

外国語で語り合い、世界の人々とのコミュニケーションを
楽しむことができる「えびなっこ」 （第３期）

外国語教育の授業時間数の変遷
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5

〇平成20年度～平成27年度

小学校 一般校 小学校 研究推進校
派遣日数 派遣ELT

数１～4学年 5・6学年 １～4学年 5・6学年
平成20年度 5時間 20時間 10時間 20～35時間 680日 ４人
平成21年度 5時間 20時間 10時間 35時間 863日 ６人

平成22年度 5時間 35時間 10時間 35時間 885日 ６人

平成23年度

【新学習指導要領実施】平成23年4月～
≪小学校全13校≫

１～4年生：10時間前後 5～6年生：35時間

1086日 ６人

平成24年度 1104日 ６人

平成25年度 1104日 ６人

平成26年度 1122日 ６人

平成27年度 1080日 ６人

6

〇平成28年度～

外国語教育の授業時間数の変遷

現在の外国語教育の授業時間数

学年 授業時間数

小学校１・２年生 年間10時間程度

小学校３・４年生 年間35時間（週に１時間）

小学校５・６年生 年間70時間（週に２時間）

中学生 年間140時間（週に４時間）
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年度 小学校 中学校

平成14年度～

平成16年度～

平成19年度～

平成20年度

平成21年度～29年度

平成29年度～30年度

平成31年度～
7

○日本に住む・働く外国人の数は年々増加。
○公立学校に在籍する外国につながりのある児童生徒数も年々増加。
海老名市の増加率は、愛川町・箱根町に続いて県内３位。
◆身近なところで外国人のいる生活、外国人と共に生活することは当たり前（共生社会）となりつつある。

ALT（外国語指導助手）について

１名
２名
５名

４名 ３名
６名 ３名
７名 ２名
10名 ３名

〈今の日本の現状・・・〉

出典：出入国在留管理庁ホームページより 出典：神奈川県公立小中学校における外国につながりのある児童生徒数在籍調査
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小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語活動・外国語編より
9

対象者：市内 小学生６年生 児童

全国比
＋0.4％

全国比
＋４％

全国比
＋0.5％

全国比
＋1.8％

全国比
＋1.9％

全国比
＋1.5％

学習指導要領より
○グローバル化が急速に進展する中で，外国語
によるコミュニケーション能力は，これまでのよう
に一部の業種や職種だけでなく，生涯にわたる
様々な場面で必要とされる。

○指導計画を作成し，授業を実施するに当たっ
ては，ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地
域人材などの協力を得る等，指導体制の充実
を図るとともに，指導方法の工夫を行うこと。

外国語教育アンケートの結果より ■
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全ての項目において、全国を上回る結果が出た。
特に、「将来、英語を使って仕事をしたり、外国の人たちと一緒に仕事をしたい」という質問に、肯定的回
答をした児童は全国比＋7.4。
外国につながるこどもたちの存在が身近になったことや、外国語への関心の高まり・技能や自信の高まり
が肯定的な結果につながっていると考えられる。

全国比
＋2.8％

全国比
＋4.3％

全国比
＋3.2％

全国比
＋7.4％

海老名市 全国 全国との比較

49.9 45.6 ＋4.3

63.3 58.4 ＋4.9

53.9 51.2 ＋2.7

20.1 14.5 ＋5.6

7.8 4.2 ＋3.6

28.9 23.4 ＋5.5

令和５年度「全国学力・学習状況調査」の結果より

「聞く」「読む」「話す」「書く」のすべての領域
において、全国平均を上回っている。

中学校英語

全体
聞くこと

読むこと

話すこと【やり取り】

話すこと【発表】

書くこと
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■日 時 令和７年３月(各校２日間)
■対 象 中学2年生
■交流先 台湾の中学校２校
■協 力 インタラック関東南 横浜支店
■内容（授業の流れ）

☆ウォームアップ（ネームタグ作成・よく使うフレーズの確認等）（約20分）
☆meetをつなぎ、ＡＬＴが代表して相手先の教員と挨拶、簡単なスケジュールについて確認。
（約5分）
○グリーティング（約2分）
○代表生徒による学校（国）紹介【台湾→日本】（約10分）
○グループごとに特別教室等に分かれ、グループトークの実施（約20分）
・１学級６グループ。
・事前に作成した自己紹介シートをもとに一人ずつ自己紹介し、質問をし合う。
○教室に戻って、まとめ・記念撮影（約10分）
○振り返り（約15分）

EnglishDay（イングリッシュデー）

１つの学校に市内のALT全員を同
日に派遣し、1日を通じて英語に親
しむ日を設ける。

授業で学んだことを生かしたコミュ
ニケーション活動やゲームなどを
通して、主体的に英語を使ってコ
ミュニケーションを楽しもうとする意
欲や態度を育てる。

令和６年度 海外とのオンライン交流

柏ケ谷中学校・有馬中学校での先行実施
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15

海老名小学校
５年生による実演

16

世界へ羽ばたけ！えびなっこ！

8


